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≪ 期待できる効果 ≫

・手足の筋肉がやわらかくなり、曲げ伸ばしがしやすくなることで、
日常生活動作の制限が軽減されます。（手を洗いやすくなる、
装具がつけやすくなる、くつが履きやすくなる、など）

・リハビリテーション（ストレッチ含む）を行いやすくなります。

・関節が固まって動きにくくなったり、変形するのを防ぎます（拘縮予防）。

・痛みをやわらげる効果が期待できます。

こうしゅく

介助の負担を軽減することも期待できます。

・着替えの補助や衛生ケアがしやすくなります。
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院長 茶川 治樹

治療の開始判断は医師がおこないます。
治療の回数には個人差があります。

ボツリヌス菌そのものを注射するわけではないので、
ボツリヌス菌に感染する危険性はありません。

現在、その他にも保険適応となっている病気は脳卒中による
眼瞼けいれん、片側顔面けいれん、痙性斜頸があります。

※ 痙性斜頸 ：首や肩の筋肉が意志とは関係なく収縮し、
首が傾いた状態になること。

けいせいしゃけい

ボツリヌス療法とは、ボツリヌス菌が作り出すボツリヌストキシン
と呼ばれるたんぱく質を有効成分とする薬を筋肉内に注射し、痙縮
の改善を図る治療法です。

ボツリヌストキシンを筋肉内へ注射すると、筋肉の緊張をやわらげ
痙縮を改善することができます。

当院では、脳卒中の後遺症などによる手足のつっぱり（痙縮）の

治療に有効な 『ボツリヌス療法』 を受けることが出来ます。

けいしゅく



発表会プログラム(‘ω’)
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あるき隊活動報告あるき隊活動報告（英彦山 護摩法要・登頂編）

昨年11月3日からの連休を利用して英彦山に登って来ました。院内に
アナウンスしましたが希望者はなく、今回は4人での山登りとなりました。

隊員募集中です。入会無料、おためしもOKです。 春は、3月10日に
日帰りで里山を登る予定です。興味のある方は総務課にご連絡ください。

その後、護摩法要を見学し、思い思いの願い事を書いた護摩を燃やして残った炭の上を祈祷し
てもらったお札を持ち、神妙に裸足で炭の上を歩いて渡り、本殿を参拝しました。熱いと思って
いた炭の上は暖かいだけで意外と心地よく歩けましたが、普通の地面を裸足で歩いて靴を脱いだ
場所まで戻るのはとても痛くて困りました。

護摩法要に参加した後、本堂の前の鳥居を抜け石碑を目印に午後1時過ぎより登山道を登り始
めました。勾配の急な尾根沿いの道を登り、鎖場を超えると、中津宮が現れます。その先は産霊
社まで千本杉や稚児落としなど、英彦山の歴史を感じる道をたどっていくことになります。ただ、
余裕の少ないあるき隊はそういった景色に思いをはせることもできずに登りました。石の鳥居を
過ぎ、クマザサや杉小立を貫く石段を上がっていくと英彦山上宮の社殿がある中岳山頂(1188m)
に至ります。登りきってみると今回に備えて三倉岳（大竹市）を登っていたため前回よりは楽に
登ることができたと感じました。山頂に着いた後はみんなで記念撮影をし、境内で買った海苔の
ないおにぎり2個と２切れのたくあんで遅い昼食をとりました。山で食べるお弁当はおにぎりだ
けなどいつも簡単なものですがとてもおいしく感じるのは不思議です。あるき隊は休憩をとると
元気になり、素晴らしい眺望と色づき始めた紅葉・黄葉を満喫し帰路につきました。

（次回は 英彦山 望雲台編です） （文責 貴船 雅夫）

英彦山は福岡と大分の県境にあり、山形の羽黒山、奈良の熊野大峰山と並ぶ日本三大修験山のひ
とつで、往時をしのぶ史跡が残っています。登山のための下調べをしていると、私たちが計画し
ていた11月3日には午前10時半から英彦山神宮の護摩焚きが予定されているのがわかりました
（英彦山の秋を彩る豊前坊の秋の護摩焚き、 柴燈大護摩供：野外で行う大規模な護摩法要のこと
で 天下国家安穏，家内安全，五穀豊穣などを祈願します）。そのため当日は午前5時に岩国を出
発し、午前9時半までに銅鳥居（英彦山神社の入り口）に到着しました。多くの参拝客は土産物
屋や旅館の並ぶ道を抜け、杉の大樹を連ねた参道の階段を登り英彦山神宮奉幣殿に至ります。
あるき隊のモットーは歩くことですが、スロープカーに乗りたくて 銅鳥居をくぐらずに500ｍ
ほど離れた場所にある花駅に向かいました。スロープカーはゆっくりとしか動きませんが、あっ
という間に奉幣殿のある神駅に着いた印象でした。そこから30-40段登ると境内なのですが、
石段を登らなくても境内まで上がれるエレベーターがあり、膝が悪い高齢者でも気軽に参拝でき
るシステムにはびっくりしました。
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安全Topics 患 者 安 全 啓 発 小 部 会

フレイルとは、加齢に伴い筋力などのからだの機能や生理的な機能が低下して、
心身ともに活力が低下した状態のことをいいます。高齢者は、フレイルの段階
を経て要介護状態になります。健やかな老後を過ごすためには、フレイルを防
ぎ健康寿命をできる限り延ばすことが大切です。

◎まずは自分自身でフレイルをチェックしましょう！

下記の5つの質問に答えることで、フレイルかどうかをチェックすることが
できます。 5つの質問のうち3つ以上に当てはまる場合は、すでにフレイル
の可能性があります。また、1～2つに当てはまる場合でも、
フレイル予備軍の「プレフレイル」が疑われます。
まずは、あなたの体の状態をチェックしてみましょう！

フレイルのセルフチェックシート

□いいえ□はい● （ここ2週間）わけもなく疲れたような感じが
しましたか？

点合計

□はい□いいえ● 5分前のことが思い出せますか？

□いいえ□はい●ウォーキング等の運動を週に1回以上して
いますか？

□いいえ□はい●以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと

思いますか？

□いいえ□はい● 6か月間で2～3㎏の体重減少がありましたか？

いくつ当てはまりましたか？

各項目1点（最高5点）で、

1～2点で「プレフレイル（フレイル予備軍）」
3点以上で「フレイル」
となります。

1点 0点

詳しくは昨年の医師会病院
だより９月号をご覧ください
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平成平成 30 30 年度年度 手術室手術室 部署目標部署目標

中央材料室中央材料室
設備 ： 高圧蒸気滅菌器2台・過酸化水素プラズマ滅菌器1台・自動ジェット式超音波洗浄装置1台
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Q:Q: 部署目標に関して、具体的に取り組んでいることはありますか？部署目標に関して、具体的に取り組んでいることはありますか？

Q:Q: 最後に。手術室の最後に。手術室の『『ここが自慢！ここが自慢！』』を教えてくださいを教えてください((‘‘ωω’’))ノノ

Q:Q: 手術室ではどのような業務を行っているのですか？手術室ではどのような業務を行っているのですか？

手術室では手術を受ける患者さんに安心と安全と安楽を提供で手術を受ける患者さんに安心と安全と安楽を提供で

きるきるよう、そして円滑に手術が遂行される円滑に手術が遂行されることを常に考えて業務

を行っています。また、医師・看護師のチーム医療医師・看護師のチーム医療を大切にして

います。

具体的な業務としては、手術の際、医師に器械出しをする『『器器

械出し看護師械出し看護師』』と、安全に手術が行えるように責任をもつ『『外回外回

り看護師り看護師』』とに分かれて業務をしています。『器械出し看護師器械出し看護師』』

は、手術の内容に合わせて術前に器械の準備を行い、手術中は必

要な器械を迅速に、かつ適切に医師に渡すように努力しています。

全身麻酔での手術を受けられる患者さんに対しては、術前術前

に病棟訪問を行っていますに病棟訪問を行っています。パンフレットを使用して手術室

で行う事を説明し、不安や疑問を受け止め、対応をすること

を心掛けています。またその際に得た情報は、カンファレン

スで共有し、手術で起こりうるリスクを予測して手術に備え

るようにしています。

『外回り看護師』の業務は、患者さんの情報を知るところから始まります。手術中、患者さん個々の

情報を基に体温管理や手術体位による皮膚・神経障害の予防などを行い、不測の事態を想定し万全の

体制で手術に臨めるよう努力しています。

また、中央材料室での洗浄・滅菌業務も、手術室看護師の重要な業務です。
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編集・作成：岩国市医療センター医師会病院 院内広報委員会

 (午前中のみ) 　平成３１年２月１日現在

月 火 水 木 金 土

木村 一紀
(午前)

　
＊毎週木曜日(9時～16時半)は 佐々木 輝昌 が 外来
  診療を 行っています

＊糖尿病教室は、毎週月・木曜日、第２･４金曜日の
  15時から行っています

田原 正則
(午後)

中藤 嘉人 中藤 嘉人
(午前) (午前)

（第1･第3）

熊野 健一 熊野 健一 熊野 健一 原田 英宜
(午前) (午前)

金谷 雄平
(午前)

（第1･第3）

末廣 栄一

（第２）

井本 浩哉

 

交替（午前）

森脇 宣允
木村 浩彰

 ★ 紹介状は必ずお持ち下さい

※ 土曜日の午前中は、病院医師１名の当直体制となっています 

 ★ 救急は、この限りではありません　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　※ 市外局番 ☎（0827）

＊初診の場合は、必ず 予約が必要です

 療育
 (午前中のみ)

古賀 まゆみ 茶川 治樹 古賀 まゆみ 古賀 まゆみ 茶川 治樹 茶川 治樹
＊完全予約制ですので療育センター（24-0168）へ
   詳細はお問い合わせ下さい

 リハビリ科
 (午前中のみ)

茶川 治樹 松本 彰紘 茶川 治樹 森脇 宣允 柳居 理絵子

＊救急と予約診療以外は 午前中 にお願いします

 脳神経外科

＊毎月第１･３土曜日(10時～12時半)は 末廣 栄一 が
   外来診療のみ 行っています
＊毎月第２土曜日(9時半～12時)は 井本 浩哉 が診療
   (機能的脳外科)を行っています(要予約)

＊変更になることがありますので、
　事前にご確認ください

 放射線診断科 交替 田辺 昌寛 横田 佐和 交替

＊完全予約制ですので、放射線科受付(21-3224 )へ
   詳細はお問い合わせ下さい
＊火曜日・水曜日は、診療対応(10時～16時)で
　行っています
＊血管造影は、木曜日の午後に行っています

岡田 宗正
(午後)

 整形外科 貴船 雅夫 貴船 雅夫 田 聖司 田 聖司 清水 元晴

 ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ内科
 麻酔科

＊毎週 火曜日・金曜日(9時～12時半)は、ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ
　(痛みの外来)を行っています
　毎週 火曜日・金曜日は、予約も可能です
　急患や火･金曜以外の診療については、医療連携室
　(21-3225 )又は直接 熊野健一へお問い合わせください

(午前)
(再診のみ)

＊毎月 第1･第3土曜日(9時～12時半)は、原田 英宜 に
   よるﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸを行っています
   毎月 第１･第３土曜日は完全予約制ですので
   医療連携室(21-3225)へ詳細はお問い合わせ下さい

 脳神経内科

＊毎週水曜日(9時～12時半)は 金谷 雄平 が診療を
   行っています（対象年齢：16歳以上）
＊完全予約制ですので医療連携室(21-3225)へ詳細は
   お問い合わせ下さい

福田 雅通

 緩和ケア内科 中藤 嘉人 ＊初診の場合は、必ず 予約が必要です

福田 雅通 ＊血管造影は、金曜日の午後に行っています

 泌尿器科
＊毎週水曜日(13時半～16時半)は 田原正則が診療を
  行っています

 小児科 福田 雅通 古賀 まゆみ 休　診 福田 雅通 古賀 まゆみ

 腎臓内科 福田 雅通 福田 雅通 福田 雅通 福田 雅通

＊救急と予約診療以外は 午前中 にお願いします

 糖尿病内科
 血液内科

佐々木 輝昌

 消化器内科
 （肝臓）

川口 憲二 川口 憲二

岩国市医療センター医師会病院 外来診療担当医師

 総合診療科
＊毎週月曜日(9時～12時半)は 木村 一紀 が診療を
  行っています

津川智一総務課長が『ＱＣサークル推進石川馨賞』を受賞しました！

『 ＱＣサークル推進 石川 馨 賞 』 とは

小集団改善活動推進者として、ＱＣサークル活動の基本理念の実現に向け、院内および院外の
双方において積極的な推進活動に取り組み、顕著な貢献をされ、かつ、今後の活動を期待される
推進者を表彰する目的で創設された賞です。

(表紙)


